
(5) 定点把握対象五類感染症の感染症別報告状況

ア インフルエンザ定点

平成２６年は年間報告数２０,６５７例，年間定点当たり報告数３０３.７８，年間定点当たり報告数の過

去５年平均値（平成２１年から平成２５年まで。以下同じ。）との比１.３７，前年比１.６３であった。 

過去７年間の年間定点当たり報告数と比べると，平成２１年に次いで多かった。 

月別定点当たり報告数では，２月（９８.５７），１月（７５.９７），３月（６１.８２）が多く，５月～１１月の報告

 年齢階級別では，５～９歳（２９.６％）が最も多く，次いで０～４歳（２１.１％），１０～１４歳（１６.０％）の順

となり，14 歳以下が全体の６６.８％を占めた。 

数は少なかった。
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